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ピアノの楽曲に現れた子どもの世界に関する一考察
―ヒナステラの子どもの曲を通して―
A study of the perception of childʼs world as seen though Alberto Ginasteraʼs piano composition
for children
中 村 千 晶 ＊
Abstract
Alberto Evaristo Ginastera is one of the most important 20th century Argentine composers of
classical music. His musical foundation is formed by the energy, rhythms, harmony, folk melodic and
other characteristics found in the folklore Argentina. He composed piano pieces for young children.
This paper studies the influences of Argentinian folk music and lore on Ginasteraʼ s piano
compositions through which his portrayal of a childʼs world takes form.
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序章
幼い子どもは周囲にある音や音楽から影響を受け
て育ち、幼少期に聞いたり歌ったりした歌は大人に
なっても覚えていて、自然に口ずさむものである。
母親が歌ってくれた子守歌、友達と遊んだわらべ歌
や伝承童謡はその例で、幼少期の音楽環境は子ども
に影響を与え、重要な役目を果たしている。
筆者は兵庫県西宮市にある保育者養成大学の学部
生と短期大学生を対象に、「幼児期の音楽環境につ
いて」質問紙による調査を1996年から2000年にかけ
て、総計350名（男女、回収率100％）に実施したこ
とがある1)。「音楽的経験の最初の記憶」を尋ねた
結果、全員が「記憶あり」と答え、その記憶は「歌
50％」と「楽器50％」であった。詳しく見ると、歌
の方は「歌を聞いたこと51％」、「歌を歌ったこと
49％」で、楽器の方は複数回答となったが「ピアノ
を聞いたこと40％」、「ピアノ以外の楽器演奏を聞い
たこと40％」、「ピアノを弾いたこと41％」であった。
共通して多いのは「聞いたこと」である。さらに人
的環境を問うと、「母親60％」で、母の歌声による
記憶が最も多い。子どもの身近な存在である母親の
果たす役割が大きいことが確認できた。音楽心理学
者のシューター（R. Shuter 1968）によると、乳幼
児期に音楽能力を発達させるための第一の条件は、
音楽を聴く機会を多く持つことであるという。聴覚
の発達が著しい乳幼児期に、母親の歌声が聴く子ど
もの大切な音楽環境になっていることが分かる。
このような子どもの聴く環境に貢献した音楽家は
音楽史上多く存在する。前論文で取り上げたフラン
スのラヴェル（MauriceRavel 1875-1937）は「ナー
サリー・ライム」（伝承童謡）を主題とし、ペロー
（C. Perrault 1628-1703）らが書いた童話を
つの
組曲として「マ・メール・ロワ」にまとめ、子ども
の世界を芸術的に美しく表現した例の一つである。
但し、ツェルニー（Carl Czerny 1791-1857）に見
られるように、子どもがピアノ学習の課程達成の目
的で作られた楽曲については、今回は取り上げな
い。
本論文の主要課題であるヒナステラ（Alberto
Evaristo Ginastera 1916-1983）も、子どものため
の楽曲については、それらすべてが民族的な要素を
取り入れていることに着目した。すなわち子ども達
が幼少期に母親やまわりの人達から聞いたであろう
子守歌や遊び歌、民謡などが充分に駆使されている
ことである。ヒナステラは自分の持つ民族的な要素
を深めながらつの時代にまとめて自作の評価を
行っている。（後述）
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1）中村千晶 2002 養成校の学生の幼児期の音楽環境についての一考察 聖和大学論集第30号 164-166
ヒナステラの育ったアルゼンチンはインカ帝国に
征服され、1516年から1810年までの長きに渡りスペ
インの植民地であり、独立後は解放戦争と内戦で政
権も落ち着くことがなかった。
音楽は先住民のインディオとスペイン、イタリ
ア、フランスを中心とするヨーロッパからの移民の
人々、様々な言語や文化などの影響を受け、南米大
陸独特の混血の人々に奏でられた音楽遺産として、
フォルクローレ（folklore）が発達した。
ヒナステラの作品には幼少期にアルゼンチンで聞
いて育ったフォルクローレ、さらにヨーロッパから
来た高度な西洋音楽、それらが共に影響を及ぼして
いることが分かる。
一方で、民族の伝承音楽を子どもの音楽教育に用
いたハンガリーのコダーイ（Kodàly Zoltàn 1882-
1967）は、第次大戦後、マジャール民族の文化を
復活することを考え、同時に教育の出発点に自民族
の文化の伝承を置くことを重要課題とした。音楽教
育においてもこれを実行に移し、コダーイシスティ
ムを確立した。子どもの音域やリズム感など、発達
に応じた自国のわらべ歌を用いた。それらはたいへ
んシンプルなものであり、現在の日本の実情とはか
なりかけ離れたものであることを考えさせられる。
同じハンガリーのバルトーク（Bàrtok Bèla
1881-1945）の協力を得て、子どもの歌、民謡、農
民の歌などを蒐集・研究に貢献した。
日本でもコダーイの考えを受け入れようとする動
きは第次大戦後に起こり、わらべ歌運動の発端と
なった。日本のわらべ歌は残念ながら明治政府の方
針により教育の表舞台からは姿を消していた。その
旋法は
音音階を土台としているが、通称ヨナ抜き
と言われる音階の持つ民族性はあまり上品でないと
いう判断のもと、政府の招聘により学制頒布時の西
洋音楽の導入を手掛けた伊沢修二（1851-1917）や
メイソン（Luther Whiting Mason 1818-1896）に
よって教科書に採用されることはなかった。しかし
伊沢修二たちの考えが必ずしもそうであった訳でな
く、むしろ和洋折衷の新しい教材を作ろうとした努
力も見られる。当時の音楽の技術的な面がそれに追
いつけなかったこともあるが、音楽取調掛を設定し
た政府の「西洋に追いつけ追い越せ」のナショナリ
ズム的方針は西洋音楽にその規範を求めたことは否
めない。かろうじて「雅楽」の持つ高雅さのみは残
されている。
このようにして日本の音楽は庶民の中で生き、存
続された。わらべ歌は子どもの遊びと密着して路地
裏の子どものコミュニティの主役となった。常に方
言と密接な地方色を持ちながら変化発達し、伝播・
伝承されたと言える。端的に言うと、この子ども達
の身についた生きた教材を教育の最初に据えたのが
コダーイシスティムの原点と言える。大正時代にな
ると児童文学の作家や詩人が中心となり、童謡運
動、言文一致運動が起こり、子どものための歌が作
られ、東くめ（1887-1969）作詞、滝廉太郎（1879-
1903）作曲の「お正月」、「鳩ぽっぽ」はその代表的
な例である。
今年はヒナステラの没後30年である。ヒナステラ
の楽曲に民族的な音楽がどのように影響しているの
か、子どものための音楽に伝承童謡を取り入れて子
どもの世界をどのように表現しているかなど、あま
り多くはないヒナステラの子どものための作品の中
から特に “Rondo on Argentine Childrenʼ s Folk
Tunes Op. 19” を取り上げ演奏を試みることと、文
献ともつき合わせて考察できればと考えている。
ハンガリーも日本もアルゼンチンも子ども達が乳
幼児期に聞いていた最も身近の音楽の環境の持つ意
味は深く重要である。ヒナステラの子どもの音楽が
それを原点としているところに筆者の研究課題とし
て取り上げた最も大きな意味がある。
第章 ヒナステラ (Alberto Evaristo
Ginastera) について
第節 経歴
1916年 アルゼンチンの首都ブエノスアイレス生
まれ。父親はスペインのカタルーニャ地
方出身、母親はイタリア系。家庭は音楽
的で幼少時から音楽に関心を持つ。
1923年 歳よりピアノを習い始める。
1928年 12歳で Williams Conservatory に入学。
音楽理論、ソルフェージュ、ピアノ、和
声、作曲を学び、金賞を獲得して卒業。
14歳頃より曲を書き始めたが初期の作品
を後に破棄している。
1936年 National Conservatory of Music で
Palma に和声、Gil に対位法とフーガ、
フランス人の JoséAndréに作曲を学び、
ドビュッシーとストラヴィンスキーのス
コアに感銘を受ける。詩編150に合唱と
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オーケストラのための曲をつけた作品を
提出、作曲を首席で卒業。
1941年 National Conservatory の作曲の教授、
Liceo Militar General San Martín の音楽
主任教授として教え始める。
Mercedes de Toro と結婚。
1942年 長男 Alexander誕生。
1944年 長女Georgina誕生。
1945年 ペロン（Juan Domingo Pern）が台頭し
たため、教授職を解雇される。
家族と初めて米国に渡る。
1947年 米国からブエノスアイレスに戻り、作曲
家連盟を結成するために活動する。
1948年 ISCM（国際現代音楽協会）のアルゼン
チン支部を作る。ラプラタ大学の教授に
就任。海外の音楽祭に数多く参加。ベネ
ズエラでラテン・アメリカ作曲賞の審査
員。
1952年 政治的な理由のためにラプラタ大学の職
を奪われる。
1955年 ペロンが失脚すると、再び監査官に任命
される。
1958年 アルゼンチン・カトリック大学の音楽芸
術科学学部の学部長に推薦されたが辞
退。音楽カリキュラムの編成を担当。ラ
プラタ大学の教授に任命される。研修奨
学金で米国を訪れた際、インターアメリ
カ音楽祭に出席したところ、作品が称賛
され国際的に才能が認められた。
1962年 ブエノスアイレスの音楽院に新設された
ラテン・アメリカ高等音楽研究センター
の所長に任命される。
1968年 米国に住み、ニューハンプシャー州ダー
トマウスカレッジの客員教授。
1969年 離婚。
1971年 アルゼンチンのチェロ奏者 Aurora
Nátola と再婚。スイスのジュネーブに
居を定める。
1983年 ジュネーブで没。
ヒナステラが生まれる頃、ヨーロッパから80万人
もの移民が流入し、先住民を初めとする土着文化の
弾圧と土着的なものへの再評価が行われ、国は不安
定な状態にあった。彼の子ども時代は世界第
位の
富裕国であったが、1930年の世界恐慌でバブルが崩
壊し、経済成長が落ち込んだ。指導者が就任すると
クーデターが起こり、次の指導者に交代することが
繰り返された中、ペロンが主権と労働者の権利を擁
護する存在として大統領に就任し、工業化や福祉政
策を進めたが、産業の民族的な発展の停止、外貨を
使い果たすなどして経済危機を引き起こした。ヒナ
ステラはパンパやガウチョに代表される近代的な農
牧業以前の伝統や文化に基づいたアルゼンチンの民
族的要素を含む作曲活動を行っており、独裁色が強
く、工業化を推進したペロンの台頭による影響を受
け、29歳で大学の教授職を解雇され米国に渡った。
再選されると再び大学の職を失い、失脚すると再び
監査官に任命され、作曲活動や職位にペロン政権の
影響を受けた。最期はスイスで迎えた。
第節 栄誉
アルゼンチン、ブラジル、アメリカを中心とした
音楽活動、作品が業績として認められ、以下の栄誉
を得た。
1957年 アルゼンチン国立芸術アカデミー会員
1958年 ブラジル音楽アカデミー会員
1965年 アメリカ芸術科学アカデミー会員
1968年 アメリカ芸術文学アカデミー会員
イェール大学から名誉博士号
1971年 アルゼンチン文化教育省から国家芸術大
賞
第章 作品について
第節 作品（ピアノ曲を除く）
ピアノ曲を除くと、つのジヤンルで作品を残し
ている。以下に作品リストを記す。
	）バレエ
①1934年 Panambi Op. 1（「蝶」の意）
②1941年 Estancia Op. 8（「農場」の意）
つのバレエはコロン劇場で上演され、若い作曲
家としての名声が広まった。国と市から音楽賞を受
賞し、好スタートを切ったといえる。
）オペラ
①1963年 Don Rodrigo Op. 31
②1966年 Bomarzo Op. 34
③1971年 Beatrix Cenci Op. 38
）歌曲・カンタータ
①1938年 2 canciones Op. 3（歌曲）
②1938年 Cantos des Tuchmán Op. 4（歌曲）
ピアノの楽曲に現れた子どもの世界に関する一考察
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 5号／
中村千晶  校
87
③1943年 5 canciones populares argentinas
Op. 10（歌曲）
④1943年 Las horas de una estansia Op. 11
（歌曲）
⑤1960年 Cantata para América mágica Op. 27
（カンタータ）
⑥1964年 Bomarzo Op. 32（カンタータ）
⑦1971年 Milena Cantata doramatica No. 2
Op. 37（カンタータ）
⑧1973年 Serenata Op. 42（歌曲）
）合唱
①1938年 Psalm 150 Op. 5
②1946年 Hieremiae prophetae lamentationes
Op. 14
③1974年 Turbae ad passionem gregorianam

）オーケストラ
①1943年 Obertura para el “Fausto” criollo Op. 9
（オペラ・クリオージョ「ファウスト」
の序曲）
②1949年 Ollantay 3 Symphonic Movements
Op. 17（交響曲）
③1953年 Variaciones concertantes Op. 23
（管弦楽曲）
④1954年 Pampeana No. 3 Op. 24
（交響曲「牧歌」）
⑤1956年 Harp Concerto Op. 25
⑥1961年 Piano Concerto No. 1 Op. 28
⑦1963年 Violin Concerto Op. 30
⑧1965年 Concerto per corde Op. 33
⑨1967年 Etudios Sinfnicos Op. 35
⑩1968年 Cello Concerto No. 1 Op. 36
⑪1972年 Piano Concerto No. 2 Op. 39
）室内楽他
①1945年 Duo Op. 13（フルート、オーボエ）
②1947年 Pampeana No. 1 Op. 16
（バイオリン、ピアノ）
③1947年 Toccata Villancico and Fugue Op. 18
（オルガン）
④1948年 String Quartet No. 1 Op. 26
⑤1950年 Pampeana No. 2 Op. 21
（チェロ、ピアノ）
⑥1958年 String Quartet No. 2 Op. 40
⑦1963年 Piano Quintet Op. 29
⑧1973年 String Quartet No. 3 Op. 40
⑨1973年 Puneña No. 1 Op. 41（フルート）
⑩1976年 Puneña No. 2 “Hommage a Paul
Sacher” Op. 45（バイオリン）
⑪1976年 Sonata Op. 47（ギター）
⑫1979年 Sonata Op. 49（チェロ、ピアノ）
⑬1980年 Fanfare Op. 51A from Iubilum
（トランペット）
⑭1980年 Variazioni e Toccata sopra “Aurora
Lucis Rutilat” Op. 52（オルガン）
第節 ピアノ曲
①1934年 18歳 Piezas Infantiles 作品番号無し
（詳細は後述）
②1937年 21歳 Danzas Argentínas Op. 2
③1940年 24歳 3 Piezas Op. 6
1. Cuyana 2. Nortena
3. Criolla
④1940年 24歳 Malambo Op. 7
⑤1941年 25歳 Pequena Danza（from the ballet
Estancia Op. 8）
⑥1943年 27歳 Milonga Op. 3 No. 2
⑦1944年 28歳 12 American Preludes Op. 12
1. Accents アクセントのため
に
2. Triste 悲歌
3. Danza criolla クリオージョ
の踊り
4. Vidala ビダーラ
5. First pentatonic minor mode
第一種
音音階短調による
6. Tribute to Robert GarciaMorillo
ロベルト・ガルシア・モリー
ジョを讃えて
7. For the octaves オクターヴ
のために
8. Tribute to Juan Jose Castro
ファン・ホセ・カストロを讃
えて
9. Tribute to Aaron Copland
アーロン・コープランドを讃
えて
10. Pastral 牧歌
11. Tribute to Heitor Villa Lobos
エイトール・ヴィラ＝ロボス
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を讃えて
12. In the first pentatonic major
mode 第一種
音音階によ
る
⑧1945年 29歳 Suite de danzas criollas Op. 15
⑨1947年 31歳 Rondo on Argentine Children ʼs
Folk Tunes Op. 19
⑩1952年 36歳 Piano Sonata No. 1 Op. 22
⑪1955年 39歳 Pequeña Danza from Estancia
Op. 8
⑫1973年 57歳 Toccata after [Zipoli]
⑬1981年 65歳 Piano Sonata No. 2 Op. 53
⑭1982年 66歳 Piano Sonata No. 3 Op. 55
没する	年前の「ピアノソナタ第番」を最後と
し、14曲を残した。“Piezas Infatiles” と “Milonga”
は自身の作品リストに入れていないが、ここでは加
えている。前者は後述するが、後者はラプラタ地方
に古くからあった歌と踊りで、タンゴのもとになっ
た民謡 “Cancion al árbol del olvido” に基づくピアノ
伴奏つき歌曲、“Dos Canciones Op. 3” より編曲した
ものである。アルゼンチン・タンゴはブエノスアイ
レスの港町から始まったもので、彼が子どもの頃、
タンゴの黄金時代と呼ばれていた。彼の作品分類で
は「クリオラスダンス」までの!曲が客観的民族主
義、「ロンド」と「ピアノソナタ第	番」の曲が
主観的民族主義、「トッカータ」から「ピアノソナ
タ第番」までの曲が新表現主義の時期に属す。
したがってピアノ作品の多くは客観的民族主義の時
代に属し、アルゼンチンを題材にした風景、人々の
暮らし、民謡など民族色が濃い作品と考えられる。
第章 ヒナステラによる作品分類
第節 客観的民族主義 objective nsationalism
1937-1946
ヒナステラは45歳のときに自身で作品をつの時
期、客観的民族主義（objective nationalism）、主観
的民族主義（subjective nationalism）、新表現主義
（neo‒expressionism）に分けて、創作面の発展はこ
のつの時期を経ていると考えた。しかし、初期の
バレエ組曲「パナンビ」および「詩編150」はすで
に12音列が存在するように、このつの時期におい
てはお互いに重複する要素を有しながら、連続性の
中から新たな発見と進展を模索したと思われる。
初期の作品はバルトーク、ファリャ（Manuel de
Falla 1876-1946）、ストラヴィンスキー（Igor
Stravinsky 1882-1971）らの影響も受けており、た
とえば「パナンビ」の古代インディオを呼び起こす
部分にもそれを見ることができる。
客観的民族主義はアルゼンチンの風景や人々の暮
らしを素材とし、民族色と主題が調的（tonal）な
旋律の要素と共に直接的ではっきりしていることが
特徴である。リズムとメロディはクリオージャ、ま
たはクリオージョ（criollo, criolla, 中南米生まれの
スペイン人、またはスペイン人の血をひく中南米
人）の民謡と踊りの様式と、それに加えてアルゼン
チ ン の 伝 統 的 な 風 物、す な わ ち ガ ウ チ ョ
（gauchesco）とパンパ（pampa）などを素材にし
たものが多い。ガウチョはアルゼンチンのカウボー
イの意味を持つが、マテ茶を嗜みギターを弾く姿は
実に粋なものがあり、舞踏、文学、叙事詩などの素
材となった。パンパは樹木の少ない大草原で、どこ
までも続く豊潤な湿地帯で、ガウチョの踊りからく
る激しさ、パンパの孤独、広さ、神秘的なものに対
する感情が作品にインスピレーションを与えてい
る。
客観的民族主義の典型的なピアノ作品に、
“Danzas Argentinas”, “Suite de Danzas Criollas” な
どがある。作曲家として安定した地位を築いた時期
であった。
第節 主観的民族主義 subjective nationalism
1946-1960
この時代の作品を見ると直接的なアルゼンチン民
謡の使用はないが、それを伺わせる背景や特徴が見
られる。すなわち、はっきりした民族性は陰を潜め
て作曲者の主観的な心象の中に潜在的な存在として
意識されている。1948年「弦楽四重奏曲第	番」を
例に取ると、「パンピアーナ」すなわちパンパの音
楽のリズムと旋律のモティーフを用いているが、す
べての聴衆はそれを知覚できるとは限らない。そこ
には作曲者の意図と聴衆の期待とのあいだの開きが
見られるのは否めない。
主観的民族主義はそのような宿命を持ちながら、
むしろ深まる作曲者の思考の中で、民族的な題材が
間接的に取り扱われた時期といえるであろう。
第節 新表現主義 neo‒expressionism 1960-1983
主観的な感情と結びつき、厳密な構成と手法の理
ピアノの楽曲に現れた子どもの世界に関する一考察
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念のもとに作品を作った時期である。1958年「弦楽
四重奏曲第番」に見られるように、セリー主義
（series英）が用いられた。セリーは平均率の半音
階の12の音を重複しないように配列したもので、12
音列で構成されている。特徴は無調でなく多調性、
分音などの微分音、偶然性の手法、楽器と声によ
る拡張など非常に複雑なものを持つもので、ここに
詳細を記することは避けたい。ヒナステラの12音列
は決して厳密なものでなく、作風はシェーンベルク
（Arnold Schoemberg 1874-1951）とベルク（Alban
Berg 1885-1935）に近いといわれる。セリー主義は
すでにベートーベンのソナタの中に見られる。その
後、ストラヴィンスキー、ヴェーベルン（Anton
Webern 1883-1945）、第次大戦後はブーレーズ
（PierreBoulez 1925-）、シュトックハウゼン（Karlheinz
Stockhausen 1928-）らによって拡大され充実され、
21世紀の重要な音楽の概念となってくる。
ヒナステラはこの頃、本質的に自国の音楽的言語
には興味を持たず、そこから脱し、昇華し、新しい
自分自身のスタイルを構築したいという自負を持っ
ていた。ヒナステラは自作を期でなく、期に分
けるとすら考えた。それは調性音楽（多調音楽）と
無調音楽の期であり、そうなれば無調音楽を第
期と当てはめるのは妥当であろう。
後年、いよいよ難解になっていくヒナステラの手
法を見ても、創作活動がたゆみなく続けられ、エネ
ルギッシュに深まっていく姿と見ることができるの
である。
第章 ヒナステラのピアノ曲
第節 「子どもの小品｣ “PiezasⅠnfantiles”
作品番号無し
ブエノスアイレスのウィリアムズ音楽院で学んで
いた18歳のときの作品であるが、作品番号は無く、
自身の作品リストにも掲載されていない。生まれ
育ったアルゼンチンの民謡や音楽の影響を受け、子
どものための短い曲!曲で構成されている。楽譜は
Latin‒American Art Music 社より出版されていた
が、絶版となり、入手できなかった。楽譜からの分
析ができないため、CD と解説書を資料とした。
CD は英国 Academy Sound and Vision “Alberto
Ginastera Vol. 1” である。
1. Preludio「前奏曲」
ヘ長調。右手の繊細な伴奏にのって、左手で美し
い旋律が歌われる。
2. Osito bailando「踊る小熊」
伴奏に多調の響きがあり、旋律とリズムが印象的
な曲。最後はグリッサンドで終わる。
3. Arrullo「子守歌」
ト長調。ゆったりとしたテンポで、穏やかな旋律
が美しい曲。
4. Soldaditos「おもちゃの兵隊」
ハ長調。勇ましい旋律に短度隣接した不協和音
が用いられ、兵隊さんの行進がおもしろく描写され
ている。部形式で中間部は嬰ヘ長調、ヘ長調。
5. Anton Pirulero「アントン・ピルレロ」
ハ長調。フランスおよびスペインに起源を持つ子
どもの遊び歌で、アルゼンチンやウルグアイでも歌
われている。「ピ・ル・レ・ロ」は特に意味がなく、
子どもは囃子言葉のようにおもしろく歌う｡2)短
度や短"度の不協和音が含まれ、激しい部分もあ
る。
6. Arroro「子守歌」
ハ短調。ゆっくりとした旋律で始まり、左手の和
音が無調的な響きを持つ。中間部の後に、最初の旋
律がハ長調で再現される。
7. Chacarerita「チャカレリータ」
チャカレラの愛称。アルゼンチンの小学校でも教
えられるポピュラー的な民族舞踏（軽快な足踏みか
ら始まる）のこと。もう一つに農場の意がある。
チャカレリータは chacarera の示小辞であるため、
農場で踊られるアルゼンチンの民族的な舞曲の一種
と考えられる。ハ長調の軽快な旋律とリズムで始ま
り、左手の和音とアルペジオで多調の響きを織りな
す。
8. Arroz con leche「アロス・コン・レチェ」
曲名は牛乳入りのライスプディング（米を牛乳で
炊いたデザート）の意である。スペインが起源であ
るが、現在ではラテンアメリカで広く食べられ、ア
ルゼンチンでは一般的なデザートである。また「ア
ロス・コン・レチェ」はアルゼンチンでは必ず遊ん
だ経験を持つもので、スペイン語圏で有名な童謡で
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2）Kikuko Yamaura 山浦菊子 1990 解説 The Piano Music of Alberto Ginastera Volume. 1. California
USA : M･A Recordings 2
ある3)。輪になって手を使い、「アロス・コン・レ
チェ 私は誰か サン＝ニコラスのセニョリタと結
婚したいのよ」と歌う。「この人はいや」、「この人
はいい」など、言葉をまわして遊ぶものである。旋
律はハ長調であるが、左手は重音のトリルや黒鍵が
多く、多調の響きを持つ。
本 CDのピアニスト Alberto Portugheis は、第	
曲「プレリュード」はヒナステラが影響を受けたド
ビュッシーが示唆され、第
、第、第!曲は一般
によく知られているアルゼンチンの子どもの曲と民
謡が用いられていると考えた。
絶版のため、楽譜を見ることも弾くことも逸して
いるが、CDの音より子どもの姿や情景を想像する
ことができ、各曲はアルゼンチンの音旋とリズムに
よって、明確な特徴を持っていた。ヒナステラは
「子どもの小品」を書くにあたり、幼少期に遊んだ
こと、童謡、子守り歌などを思い出したのではなか
ろうか。アルゼンチンで聞いたり歌ったりしていた
歌や音楽が子どものための曲に影響していたといえ
る。
第節 「アルゼンチンの子どもの歌によるロンド」
“Rondo on Argentine Childrenʼs Folk Tunes
Op. 19” の分析と演奏実践による報告
「子どもの小品」から13年後、31歳のときの作品
である。彼の分類では主観的民族主義に属するが
「アルゼンチンの子どもの歌による」とあるように
アルゼンチンの子どもの歌をベースにしているの
で、客観的民族主義の作品の傾向も持つと考えられ
る。人の子どもに献呈された作品で、楽譜に
“For my children Alex and Georgina” と記されてい
る。この頃はペロンの台頭で国立陸軍士官学校の教
授職を解雇され、家族と共にニューヨークに住み、
タングルウッド音楽祭への参加、コープランド
（Aron Copland 1900-1990）に師事していたときで、
歳と
歳の子ども達のためにアルゼンチンでよく
知られている子どもの歌、子守歌、子ども達のまわ
りにある音楽を取り入れて曲が作られた。曲の分析
を筆者が行った演奏実践の報告も交えて述べる。
ロンド形式 Ａ−Ｂ−Ａ−Ｃ−Ａ
Ａ，Ｂ，Ｃにアルゼンチンの子どもの歌を配した。
Ａ）最初の主題（譜例	）
Allegro ♩＝138 ト長調
!分音符のメロディが右手で歌われ、左手は半音
階の順次進行で伴奏する。「マザー・グース」にも
あるフランスを起源とする遊び歌、「アヴィニョン
の橋の上で」を用いている。伝播、伝承され、アル
ゼンチンで歌われている「アヴィニョンの橋の上
で」を編曲したものと思われるが、日本で知られて
いる「アヴィニョンの橋の上で」とはメロディとリ
ズムが異なる。また、アルゼンチン人に面接をして
歌って聴かせた結果、“Losmaderose de San Fuan”、
「ヨハネの木」という意味の子どもの歌ではないか
との説もある4)。
アウフタクトからシンコペーションのリズムで、
両手でギターの開放弦のような響きを奏でて印象的
に 始 ま る。シ ン プ ル で 軽 快 な メ ロ デ ィ は
scherzando（諧謔的に）とあるように、子どもが
楽しく遊んでいる情景を表現している。単音でシン
プルなメロディだけに表現は難しく、f の箇所は子
どもに合った f で、重くならないように弾くこと
が大切であると感じた。強弱記号が変化に富むこと
も特徴で、P subitoの後に f、Pと続き、音の強弱
に幅を持たせて豊かに表現することが必要であっ
た。
「アヴィニョンの橋の上で」の歌詞をアルゼンチ
ンで使用されるスペイン語とその英訳（Bruno G.
Bottazzi による英訳）で記す。アヴィニョンの橋の
上で踊ろうという意で、「マザー・グース」で知ら
れている内容と概ね同じである。
[Spanish Text] [English Tlansltion]
En el puente de Avignon Over the Avignonʼs bridge
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3）前掲書 
4）山浦菊子 1990 音楽教育における民族音楽に関する一考察 聖和大学論集第18号 73
譜例
todos bailan todos bailan everybody dances, dances,
en el puente de Avignon over the Avignonʼs bridge
Todos bailan y yo tambien. everybody dances and so do I.
Ｂ）第番目の主題（譜例）
Andantino, con dolcezza♩＝60 ロ長調 子守歌
アルゼンチンの子守歌 “Palomita ingrata” がメロ
ディとなる。シンコペーションのリズムによってメ
ロディが導入され、右手が甘く優しい子守歌を奏で
る。最後はシンコペーションのリズムでコードが響
き、リタルダンドをしながらたいへん弱く、フェル
マータで終わる。子守歌を歌う母親の優しい歌声を
ピアノで表現することは難しく、指を立てるのでな
く、伸ばして指の腹で鍵盤を撫でるタッチ（sweep）
が必要であった。美しく深みのある音色で表現でき
るように留意した。左手のベース音は ringing
sound として、ペダルを使って小さな音を充分に響
かせることが大切であった。
歌詞は日本の子守歌にもあるように、愛する子ど
も達、早くおねんねよという意味である。
[Spanish Text] [English Text]
Duermase mi nino Sleep my baby sleep
duramase mi sol sleep my little sun
duramase pedazo sleep my little piece
de mi corazon. of my heart.
Ａ）最初の主題の再現（譜例）
Allegrro（TempoＩ）
再び冒頭の「アヴィニョンの橋の上で」が用いら
れる。最初より賑やかで元気な様子が16分音符によ
る音階の交互奏とユニゾン、和音によるメロディ、
右手の速いパッセージで再現される。テンポの変化
もあり、子どもが遊んで動き回る様子の主題を速く
軽く弾かねばならいが、子どもを思ってかわいらし
く弾こうと試みると、力が抜けて右手細部が不揃い
になり音にむらができる。音の粒をそろえて弾かな
ければならない。音階などの基本的な練習によって
技術面を補う必要があると感じた。
Ｃ）第番目の主題（譜例）
Allegretto ♩＝120 ニ長調
民謡 “Yo no soy Buena moza” を用いた。静かな
メロディが最初は左手、後半は右手で奏され、後打
ちの和音伴奏にのる。rit. が回あるように、少し
悲しいメロディを表現するため、テンポに変化をつ
けることが必要であった。楽譜通りに弾くことはで
きても、アルゼンチンでどのように歌われているか
を知らなければ、その音楽的な雰囲気を捉え、抑揚
や微妙なテンポ感のゆれを表現することは容易では
ない。実際に、歌っているところを聴くことができ
ればと感じた。
歌詞を直訳すると「私はきれいな蝶でない、きれ
いな蝶になりたくない」であるが、「私はきれいな
女の子でない。でも、それはよいこと。なぜなら、
きれいな女の子は堕落するから」という意味が含ま
れている。幼い子どもは歌の内容を理解して歌うの
ではなく、遊びながら言葉を発することやリズムに
のって歌うことを楽しむので、子どもなりに伝承さ
れてきた歌を歌っていると考える。
[Spanish Text] [English Translation]
Yo no soy mariposa I am not a butterfly
Yo no soy mariposa I am not a butterfly
ni lo quiero ser and I donʼt want to be
ni lo quiero ser and I donʼt want to be.
Ａ）再び最初の主題（譜例
）
Allegro TempoⅠ 嬰へ長調、ハ長調
「アヴィニョンの橋の上で」が最後の部分に回
目として現れ、グリッサンド、和音によるメロディ
によって音域の広がりを見せ、これまで以上に華や
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譜例
譜例
?
?
?
?
かになる。拍子は分の拍子、!分の拍子、
分の	拍子など、変化に富む。最後は peasante、rit.
と a tempoで、半音を混じえた両手和音の反省進行
で f f f になり、印象深く完結する。
最初はアルゼンチンの子どものための覚えやすく
かわいらしいメロディだと思って弾いていたが、弾
くにつれ、表現の難しさを感じるようになった。楽
譜上の難しさではなく、ここに登場する子どもの
歌、民謡を知らないことが原因であると感じる。ア
ルゼンチンの子どもがこの曲で遊んでいる光景を見
たり、歌を聞いて知っていれば、違った演奏表現が
できたのかもしれない。独特な節回しやリズムの取
り方は自然と身についたもので、自国の人でなけれ
ば解らないと思われる。自身の人の子どものため
に書いた133小節の短い曲であるが、伝承童謡の特
質、民族の持つ音楽観から子どもの世界を表現した
らよいか、演奏と共に考えさせられる点が多い楽曲
であった。
終章
この研究を通して、ヒナステラの子どものための
楽曲のすべてがアルゼンチンの民族音楽特有の音
旋、リズム、和声構造に彩られていることを認識し
た。
ヒナステラは伝承的な子どもの遊び歌と子どもの
ための歌（子守歌など）を素材にして子どもの世界
を表現しようとしたが、伝承歌そのものは移民で構
成された歴史を持つ国らしく、起源をヨーロッパに
持ちながらアルゼンチン的色彩を色濃く表している
ものが多い。
本研究の中心とした「ロンド」（通称）は、ヒナ
ステラ第期（主観的民族主義）のごく初期に作ら
れたが、その内容から見て明らかに第	期（客観的
民族主義）に属している。
ヒナステラは自分の人の子どものために何か曲
を残したいと日頃から思っており、幼児に分かりや
すい題材をとまず考えたのに違いない。自分の作風
のためや、民族的伝承の伝達など、当初から高い視
線で始めたのでは無かったであろう。
意図したことではなかったが、ヒナステラは自然
に幼児にとって最も大切にしたい音楽的環境の道程
を踏まえたものを作したことになり、当時のアルゼ
ンチンの子どもに最も浸透していた歌が組み込ま
れ、芸術的でしかもシンプルで高度な構成が、後世
に歓迎される要素を生み出したと思われる。
筆者は、この曲の演奏にあたり、小曲ながらヒナ
ステラ的要素をすべて網羅していることに驚かされ
た。半音階的パターン、開離した和音、シンコペー
ションやアウフタクトのリズムなどが至る所に介在
し、シンプルな音構成だけに余計な神経と繊細な技
術が要求された。しかも子どもに聴かせてみると、
真っ直ぐに子どもに届いているのが実感される。
子どもに与える音楽が子どもの聴覚・心情の発達
過程で最も重要と思われる要件がヒナステラのそれ
にはすべて備わっているのが分かる。
それらの要件を述べるのには別項を必要とするの
で、ここでただ一つのことに絞ると、序章に問題提
起したように、民族の自国語による音律を持った遊
びや歌が、幼少の最初の音楽教育にもたらす恩恵の
重要さに尽きるといえよう。
小泉文夫（1927-1983）は、西欧諸国では伝承童
謡と学校教育での歌とは異質ではないが、日本では
西洋音楽を主に学習するため、子ども達は学外でだ
け伝承歌を用いた遊びをしている。自国の音楽様式
ピアノの楽曲に現れた子どもの世界に関する一考察
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 5号／
中村千晶  校
93
譜例
譜例
?
?
?
?
から出発し、後に他国のいろいろな音楽を融合して
いく教育理念の基に、「わらべ歌を出発点」とする
音楽教育の必要性を説いた。
また服部公一（1933-）は世界各国を回って、そ
れらの国の音楽の比較研究をした結果、自作品にク
ラシカルなものに止まらず、民謡、民族音楽、ジャ
ズ・タンゴなど多様な音楽を取り入れるようになっ
たという。
氏は幼稚園の園長も務めた経験から、幼児の声は
思ったより低く、自身の曲が幼児の声域に合ってい
ないことに気づき、もっと子どもの発達や心情など
子どもの側に立った作品を作ることに努力しようと
したという。
日本での幼児の音楽教育の現実を考えたとき、幼
児の耳に届く音をもっと大切にしなくてはならない
ことを痛感する。家庭、幼児教育施設、社会などの
環境から与えられる音楽の劣化を憂うのは筆者のみ
であろうか。
日本に限らないが、特に IT 関連の音の悪いこと
には驚かされる。スマートフォンの音楽やイヤフォ
ンで耳にしたとき、最も子どもに聴かせたくない音
の一つであることには間違いない。
美しいものを感知できる感性を育てることが音楽
教育の真の目的とするなら、何と酷い環境に子ども
を置いているのであろうか。
自然の音に耳を澄まし、自然に感応する身体的同
期を育む自国語の音律の歌を大切にし、それらの見
直しも含めた幼児の音楽教育の初期の目的をもう一
度考える時期を迎えていると考える。
特に序章の問題提起の一つでもある母親から与え
られる音楽環境の重要性を考えたとき、母親に対す
る教師の援助の大切さも考えねばならない。「ロン
ド」の中でも母親の歌う子守歌のやさしく、しかも
美しいことに感動させられる。
ヒナステラも幼少期の音楽環境から影響を受け、
そこが創作活動の原点であったように、改めて自
国、民族の持つ音楽を身近に触れることのできる音
楽環境の大切さを痛感する。
今、シューターやコダーイ、そして小泉の理論を
もう一度丁寧に見直す作業に取りかからねばならな
いと考えている。
ヒナステラの子どもの世界に向けての発信が、筆
者を含め多くの幼児音楽を考える人々の再考の契機
になることを願って止まない。
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